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OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

！！

一 口 メ モ  一 口 メ モ  

●平成21年第３回定例町議会は、９月16日から17日の２日間の会期

で開かれ、以下の町提出案件・議員提出案件などが決まりました。

３７９，６８０，０００円

斉藤・船橋西川・金岩
経常建設共同企業体
代表者 ㈱斉藤建設

代表取締役 齋藤重利
（女満別西３条１丁目）

工
事
名

契
約
金
額

業
者
名

女満別小学校建設工事
（建築主体２工区）

６００，０７５，０００円

河西・ほつけん三共・藤井
経常建設共同企業体

代表者 ㈱河西組
代表取締役  河西　悟

（女満別西３条１丁目）

工
事
名

契
約
金
額

業
者
名

女満別小学校建設工事
（建築主体１工区）

２２４，７００，０００円

末廣屋・電建・エスケー
経常建設共同企業体
代表者 末廣屋電機㈱

北網営業所 所長 伊東康之
（女満別西６条５丁目）

工
事
名

契
約
金
額

業
者
名

女満別小学校建設工事（電気）

２４７，８００，０００円

船橋西川・そうけん・四ツ輪工業
経常建設共同企業体

代表者 船橋西川建設㈱
東藻琴支店 支店長 小原博之

（東藻琴２９０番地）

工
事
名

契
約
金
額

業
者
名

女満別小学校建設工事（設備）

◆
女
満
別
小
学
校
建
設
工
事︵
建
設
１
工
区
・
２
工
区
、電
気
、設
備
︶の
工
事
請
負
契
約
を
了
承
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専
決
処
分
案
件

一
般
案
件

︻
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
５
号
︶︼

集
中
豪
雨
災
害
復
旧
関
連

の
対
応
の
た
め
、
歳
入
歳
出

予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
８
１
１
万

円
を
追
加
し
、
総
額
73
億
６，

４
７
５
万
円
と
す
る
こ
と
を

承
認
し
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

備
荒
資
金
組
合
災
害
支
消

金
　
　
　
　
８
１
１
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

町
道
維
持
補
修
事
業

５
１
１
万
円

21
年
度
発
生
災
害
道
路
橋

梁
復
旧
費
　
３
０
０
万
円

︻
工
事
請
負
契
約
の
締
結
①
︼

質
　
疑

小
島
議
員
　
入
札
参
加
者
は

何
社
で
、
ど
の
よ
う
な
メ

ン
バ
ー
な
の
か
伺
う
。

女
満
別
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長

河
西
・
ほ
つ
け
ん
三
共
・

藤
井
経
常
建
設
共
同
企
業

体
︵
以
下
﹁
JV
﹂
︶
、
道

和
・
津
別
JV
、
斉
藤
・
船

橋
西
川
・
金
岩
JV
、
北

登
・
夏
見
JV
、
丸
田
・
土

屋
JV
、
㈱
三
共
後
藤
建
設

美
幌
支
店
の
５
社
で
あ
る
。

︻
工
事
請
負
契
約
の
締
結
②
︼

︻
工
事
請
負
契
約
の
締
結
③
︼

︻
工
事
請
負
契
約
の
締
結
④
︼

︻
管
内
町
村
公
平
委
員
会
を

共
同
設
置
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
増
減
及
び
規
約
の

変
更
︼

新
湧
別
町
︵
平
成
21
年
10

月
５
日
合
併
︶
の
誕
生
に
よ

り
、
平
成
21
年
10
月
４
日
を

も
っ
て
同
公
平
委
員
会
か
ら

上
湧
別
町
、
湧
別
町
及
び
両

湧
別
町
学
校
給
食
組
合
が
脱

退
す
る
こ
と
に
伴
う
規
約
の

一
部
変
更
を
了
承
し
ま
し
た
。

︻
管
内
町
村
交
通
災
害
共
済
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の

変
更
︼

新
湧
別
町
の
誕
生
に
伴
う

同
共
済
組
合
規
約
の
一
部
変

更
を
了
承
し
ま
し
た
。

︻
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
︼

新
湧
別
町
の
誕
生
に
伴
う

同
補
償
等
組
合
規
約
の
一
部

変
更
を
了
承
し
ま
し
た
。

︻
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
︼

新
湧
別
町
の
誕
生
に
伴
う

同
退
職
手
当
組
合
規
約
の
一

部
変
更
を
了
承
し
ま
し
た
。

︻
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
︼

新
湧
別
町
の
誕
生
に
伴
う

同
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変

更
を
了
承
し
ま
し
た
。
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〔工事請負契約の議決〕とは？
地方公共団体の議会では、条例や予算を定めたり、

決算の認定、重要な契約や財産の取得・処分の決定な
どを行う権限を有していますが、工事の請負契約に
関しては、地方自治法第96条に、「その種類及び金額
について政令で定める基準に従い、条例で定める契
約を締結すること。」と規定されています。
具体的に町村の場合、地方自治法施行令第121条

の２「工事または製造の請負契約について、その予定
価格の金額が50,000千円を下らないこととする。」
と規定されています。このことから、予定している工
事の内容や技術的程度に応じて積算し、見積った金
額（＝予定価格）が50,000千円を超える場合には、議
会の議決を経てからでないと工事に着手することが
できないこととなっています。

︻
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備

事
業
分
担
金
条
例
の
制
定
︼

地
域
情
報
格
差
︵
デ
ジ
タ

ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
︶
の
是
正

と
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
る
地
域
住
民
の
生
活
の

向
上
及
び
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
国
の
地
域

情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交

付
金
の
採
択
を
受
け
て
実
施

す
る
﹁
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
︵
人
工
衛
星
を
利
用
し
た

高
速
情
報
通
信
︶
整
備
事
業
﹂

に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
可

決
し
ま
し
た
。
︹
※
詳
細
等

は
、
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︺

︻
町
立
幼
稚
園
入
園
料
及
び

保
育
料
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
︼

明
年
４
月
か
ら
、
幼
稚
園

の
入
園
料
を
︹(

旧)

女
満
別

５，

０
０
０
円
・
東
藻
琴
４，

０
０
０
円
　(

新)

一
律
４，

０
０
０
円
︺
へ
改
正
す
る
こ

と
に
伴
う
同
条
例
の
一
部
改

正
を
可
決
し
ま
し
た
。

︻
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
︼

出
産
時
に
支
給
さ
れ
る
出

産
育
児
一
時
金
︵
１
児
に
つ

き
原
則
38
万
円
︶
に
つ
い
て
、

国
の
緊
急
少
子
化
対
策
と
し

て
、
平
成
21
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

の
暫
定
措
置
と
し
て
、
４
万

円
を
上
乗
せ
し
た
原
則
42
万

円
を
支
給
す
る
政
令
改
正
に

伴
う
同
条
例
の
一
部
改
正
を

可
決
し
ま
し
た
。

︻
東
藻
琴
国
民
健
康
保
険
診

療
所
条
例
の
一
部
改
正
︼

明
年
４
月
か
ら
の
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
対
応
す

る
た
め
、
同
条
例
の
一
部
改

正
を
可
決
し
ま
し
た
。

︻
町
管
理
の
道
路
橋
梁
及
び

河
川
の
維
持
管
理
条
例
︼

明
年
４
月
か
ら
の
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
対
応
す

る
た
め
、
同
条
例
の
一
部
改

正
を
可
決
し
ま
し
た
。

加
し
、
総
額
79
億
８
９
２
万

円
と
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
事
業
の
執
行
に
備
え
る

た
め
、
一
時
借
入
金
の
借
入

れ
最
高
額
に
２
億
円
を
追
加

し
、
10
億
円
と
す
る
こ
と
を

承
認
し
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

地
方
交
付
税

２
０，

３
３
１
万
円

理
科
教
育
設
備
事
業
費
等

補
助
金
　
　
４
１
８
万
円

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

推
進
交
付
金
４
２
０
万
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
補
助
金２，

４
８
０
万
円

２
丁
目
線
道
路
整
備
事
業

交
付
金
　
　
８
２
６
万
円

地
域
活
性
化
・
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金

１
８，

３
４
６
万
円

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資

臨
時
交
付
金

１，

２
０
６
万
円

備
荒
資
金
組
合
災
害
支
消

金
　
　
１，

５
８
１
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整

備
事
業
１，

２
６
０
万
円

障
害
者
自
立
支
援
事
業

４
２
６
万
円

︻
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
６
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
５
４，

４
１
７
万
円
を
追

豊
住
保
育
園
増
改
築
事
業

２，

６
９
４
万
円

東
藻
琴
保
育
園
増
改
築
事

業
　
　
１，

２
９
０
万
円

葬
斎
場
整
備
事
業

７，

０
０
０
万
円

古
梅
地
区
基
幹
水
利
施
設

管
理
事
業
　
４
５
２
万
円

東
藻
琴
地
区
道
の
駅
整
備

基
本
構
想
策
定
委
託
料

３
８
６
万
円

観
光
拠
点
施
設
整
備
事
業

５，

１
７
５
万
円

町
道
維
持
補
修
事
業

２，

２
６
０
万
円

２
丁
目
線
道
路
整
備
事
業
　

１，

２
７
０
万
円

河
川
管
理
事
業

３，

０
７
１
万
円

町
内
各
小
・
中
・
高
等
学

校
教
材
費
・
実
習
費

８
３
７
万
円

教
育
文
化
会
館
整
備
事
業

補
助
金
２，

８
０
７
万
円

公
民
館
整
備
事
業
　

１，

１
１
５
万
円

21
年
発
生
災
害
道
路
橋
梁

復
旧
費
２，

３
３
５
万
円

21
年
発
生
災
害
河
川
復
旧

費
　
　
　
　
６
８
３
万
円

質
　
疑

◆
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

坂
本
議
員
　
政
権
が
交
代
し
、

一
部
補
正
を
凍
結
す
る
話

も
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
取
扱
い
と
な

っ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長
　
４
月
の
経
済
危

機
対
策
閣
議
決
定
を
受
け
、

大
空
町
に
つ
い
て
は
３
億

３，

９
２
４
万
円
の
交
付

決
定
の
内
示
を
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
権

交
代
を
受
け
、
補
正
予
算

の
見
直
し
に
関
す
る
様
々

な
報
道
が
な
さ
れ
、
今
後

詳
細
が
明
ら
か
と
な
っ
て

く
る
と
想
定
す
る
が
、
凍

結
・
継
続
の
具
体
的
な
通

知
が
届
い
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、今
回
の
内
示
に
基

づ
き
、予
算
補
正
を
行
っ
た

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

◆
訪
問
型
家
庭
教
育
相
談
体

制
充
実
事
業
金
に
つ
い
て

坂
本
議
員
　
事
業
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

社
会
教
育
課
長
　
東
藻
琴
地

区
に
１
名
配
置
さ
れ
て
い

る
相
談
員
に
よ
り
、
乳
児

か
ら
成
人
ま
で
の
子
育
て

に
関
す
る
家
庭
教
育
に
つ

い
て
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
充
実
事
業
の
中
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条
例
等
案
件

予
算
案
件

⇒
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●大空町ホームページの中に「議会ホームページ」

を開設しています。議会の動向や議事の日程

のほか、議決結果や会議録なども随時更新の

うえ掲載していますので、是非ご覧ください。

●http://www.town.ozora.hokkaido.jp/

4大空町議会だより　第14号（平成21年11月）

の
一
つ
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。

︻
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

予
算
︵
第
２
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１，

０
０
９
万
円
を
追
加

し
、
総
額
12
億
６，

４
３
０

万
円
と
す
る
こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
基
金
繰
入

金
　
△
１，

６
８
３
万
円

前
年
度
繰
越
金

２，

５
１
２
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

出
産
育
児
一
時
金
84
万
円

前
年
度
国
庫
支
出
金
返
還

金
な
ど
　
　
９
１
５
万
円

︻
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保

険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別

会
計
補
正
予
算
︵
第
２
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
３
万
円
を
追
加
し
、
総
額

１
億
７，

２
４
６
万
円
と
す

る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

︻
平
成
21
年
度
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算︵
第
１
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１，

４
５
３
万
円
を
追
加

し
、
総
額
１，

９
５
５
万
円
と

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

前
年
度
繰
越
金

１，

４
４
１
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

前
年
度
医
療
費
交
付
金
等

返
還
金
な
ど

１，

４
５
３
万
円

︻
平
成
21
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正

予
算
︵
第
１
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１
万
円
を
追
加
し
、
総
額

８
０
７
万
円
と
す
る
こ
と
を

承
認
し
ま
し
た
。

︻
平
成
21
年
度
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
︵
第

３
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
９
１
６
万
円
を
追
加
し
、
総

額
４
億
９，

２
２
３
万
円
と

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
時
借
入
金
の
借
入

れ
最
高
額
に
１，

０
０
０
万

円
を
追
加
し
、
１
億
７，

０

０
０
万
円
と
す
る
こ
と
を
承

認
し
ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

水
道
管
移
設
補
償
金

２
６
０
万
円

女
満
別
本
町
地
区
・
高
台

地
区
簡
易
水
道
事
業
債
　

６
２
０
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

女
満
別
本
町
地
区
・
高
台

地
区
簡
易
水
道
整
備
事
業
　

９
０
０
万
円

︻
平
成
21
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
︵
第
３
号
︶︼

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ

れ
１，

７
０
５
万
円
を
追
加

し
、
総
額
４
億
５，

５
８
６

万
円
と
す
る
こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
一
時
借
入

金
の
借
入
れ
最
高
額
に
１，

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
１

億
円
と
す
る
こ
と
を
承
認
し

ま
し
た
。

▼
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

公
共
下
水
道
事
業
補
助
金

５
０
０
万
円

一
般
会
計
繰
入
金

４
５
５
万
円

下
水
道
管
移
設
補
償
費

３
５
０
万
円

下
水
道
事
業
債４

０
０
万
円

▼
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
、

下
水
道
施
設
移
設
・
設
置

工
事
　
　
　
７
０
０
万
円

改
築
更
新
工
事

１，

０
０
０
万
円

に
つ
い
て
本
町
で
は
、
補

助
教
員
の
配
置
を
含
め
先

進
的
に
取
組
ん
で
い
る
経

過
に
あ
り
、
平
成
20
年
度

の
町
教
育
計
画
書
に
も
各

学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
重
点
目

標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
中
、

今
回
の
点
検
・
評
価
報
告

書
に
特
別
支
援
教
育
関
係

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
理

由
等
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
今
回
、
平
成
20
年

度
の
町
学
校
教
育
推
進
方

針
を
基
に
点
検
・
評
価
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

各
学
校
が
取
組
ん
で
い
る

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
、

推
進
計
画
の
対
象
項
目
に

位
置
づ
け
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
今
回
の
点
検
・

評
価
に
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。
21
年
度
に
つ
い
て
は
、

幼
・
小
・
中
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
の
充
実
に
努

め
る
こ
と
と
明
確
に
位
置

づ
け
て
お
り
、
き
ち
ん
と

点
検
・
評
価
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
ご
理

解
願
い
た
い
。

松
田
議
員
　
例
え
ば
、
先
生

が
転
勤
な
ど
で
代
わ
る
と
、

ま
た
最
初
か
ら
保
護
者
と

の
意
見
交
換
が
必
要
に
な

る
。
子
供
た
ち
の
将
来
を

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
︵
国
民
健
康

保
険
、
国
民
健
康
保
険
直
営

診
療
施
設
、
老
人
保
健
、
後

期
高
齢
者
医
療
、
介
護
保
険
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
簡
易
水
道
、

下
水
道
、
個
別
排
水
処
理
の

９
会
計
︶
の
歳
入
歳
出
決
算

に
関
す
る
認
定
に
つ
い
て
、

﹃
決
算
審
査
特
別
委
員
会
﹄

を
設
置
し
て
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◆
決
算
審
査
特
別
委
員
会

・
委
員
長
　
　
坂
本
　
一
光

・
副
委
員
長
　
樫
原
　
達
也

︽
委
　
　
員
︾

近
藤
　
哲
雄
　
松
田
　
信
行

斎
藤
　
宏
司
　
植
田
　
泰
弘

森
田
　
暢
明
　
松
岡
　
克
美

元
木
　
良
一
　
深
川

勝
田
　
鉄
城
　
小
島
　
一
弘

豊
島
　
義
秋
　
田
中
　
勝
吉

森
　
　
　
進
　
厚
海
　
六
郎

︵
後
藤
議
長
・
平
田
議
会
選

出
監
査
委
員
を
除
く
16
名
︶

︻
平
成
20
年
度
大
空
町
教
育

委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
報
告
︼

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
27

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育

委
員
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平

成
20
年
度
大
空
町
教
育
委
員

会
の
活
動
状
況
に
関
す
る
点

検
・
評
価
報
告
を
了
承
し
ま

し
た
。︹
※
詳
細
等
は
、
広
報

お
お
ぞ
ら
11
月
号
の
２
〜
３

ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。︺

質
　
疑

松
田
議
員
　
特
別
支
援
教
育

考
え
る
と
、
現
場
の
先
生

と
保
護
者
が
混
乱
し
な
い

よ
う
し
っ
か
り
と
点
検
・

評
価
の
上
、
今
後
の
教
育

の
向
上
と
内
容
の
充
実
に

努
め
て
ほ
し
い
。

教
育
長
　
一
人
の
子
供
が
、

幼
稚
園
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
の
長
い
期
間
を
通
し

て
、
十
分
な
指
導
や
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体

平
成
20
年
度

各
会
計
決
算
審
査

報
告
案
件
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◆網走支庁管内町村議会議員定数・議員報酬等一覧表 （平成21年11月30日現在）

町  村  名

議　　員　　報　　酬
（単位：千円） （単位：ヶ月）

議長 副議長 議員
常　任
委員長

法定
上限
定数

条例
議員
定数

任期
満了

年月日
議　運
委員長

６月 12月 有 無
加算
割合

計

期末手当支給状況 期末手当
加算措置

大 空 町

美 幌 町

津 別 町

斜 里 町

清 里 町

小清水町

訓子府町

置 戸 町

佐呂間町

遠 軽 町

湧 別 町

滝 上 町

興 部 町

西興部村

雄 武 町

18

26

18

22

18

18

18

14

18

26

22

14

14

12

18

18 (12)

14

10

14

9

10

10

10

10

18

16

9

10

8

12

282

320

300

291

285

290

270

264

261

295

261

250

270

230

280

229

260

240

234

235

235

212

207

211

235

211.5

200

220

180

220

184

237

198

190

200

195

180

176

175

201

175.5

168

185

155

180

205

247

215

213

218

215

194

190

193

212

189

183

204

165

195

205

247

215

213

218

215

194

190

193

212

189

183

204

165

195

1.95

1.925

1.40

1.925

1.95

1.95

1.95

1.925

1.90

1.95

1.95

1.95

1.95

1.95

1.40

2.20

2.175

1.60

2.175

2.20

2.20

2.20

2.175

2.06

2.20

2.20

2.20

2.15

2.20

1.90

4.15

4.10

3.00

4.10

4.15

4.15

4.15

4.10

3.96

4.15

4.15

4.15

4.10

4.15

3.30

○

○

○

15%

　

15%

15%

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

H22/4/22

H23/4/30

H21/2/28

H23/4/30

H23/4/30

H23/4/30

H23/4/30

H23/4/30

H21/9/29

H21/10/22

H25/11/15

H23/4/30

H23/4/30

H23/4/30

H23/4/30
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(人) (人)

制
づ
く
り
が
重
要
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

内
容
面
の
充
実
に
向
け
て

取
組
ん
で
い
く
の
で
ご
理

解
願
い
た
い
。

小
島
議
員
　
各
学
校
に
お
け

る
国
旗
・
国
歌
の
適
正
な

実
施
に
つ
い
て
、
︵
職
務

命
令
︶
と
い
う
言
葉
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
　
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
第
23
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
教
育
委
員
会
と
し
て

各
学
校
長
に
対
し
職
務
命

令
を
発
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

小
島
議
員
　
職
務
命
令
を
発

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
守

ら
れ
な
い
場
合
、
あ
る
種

の
処
分
を
前
提
に
し
て
お

り
、
教
育
現
場
に
お
い
て

相
応
し
い
こ
と
な
の
か
ど

う
か
を
含
め
改
め
て
伺
う
。

教
育
長
　
思
想
、
信
条
、
良

心
の
自
由
は
、
ど
な
た
が

ど
の
よ
う
に
持
た
れ
て
も

こ
れ
を
侵
す
こ
と
は
で
き

な
い
こ
と
は
自
明
の
理
で

あ
る
が
、
教
育
公
務
員
と

し
て
教
職
員
の
場
合
、
卒

業
式
や
入
学
式
に
お
い
て
、

職
務
と
し
て
学
習
指
導
要

領
に
﹁
国
旗
を
掲
揚
す
る

と
共
に
、
国
歌
を
斉
唱
す

る
よ
う
指
導
す
る
も
の
﹂

と
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
最
高
裁
判
所
等
の
判

決
も
十
分
踏
ま
え
、
教
育

行
政
を
執
行
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
の
で
ご
理
解

願
い
た
い
。
ま
た
、
職
務

命
令
は
処
分
を
前
提
に
発

し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、

地
方
公
務
員
法
第
32
条
の

規
定
に
よ
り
、
教
職
員
は

﹁
法
令
等
及
び
上
司
の
職

務
上
の
命
令
に
従
う
義

務
﹂
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
卒
業
式
や

入
学
式
が
適
正
に
行
わ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
、
教
育

委
員
会
会
議
の
中
で
十
分

協
議
の
上
、
各
学
校
長
に

対
し
て
発
し
た
も
の
で
あ

る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

︻
平
成
21
年
度
財
政
援
助
団

体
等
監
査
報
告
︼

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
佐
々

木
・
平
田
両
監
査
委
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
平
成
21
年
度
財

政
援
助
団
体
等
監
査
報
告
を

了
承
し
ま
し
た
。

︻
平
成
20
年
度
大
空
町
の
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不

足
比
率
︼

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
３

条
・
第
22
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
佐
々
木
・
平
田
両
監
査

委
員
の
審
査
意
見
を
付
し
て

提
出
さ
れ
た
平
成
20
年
度
大

空
町
の
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
に
関
す
る

報
告
を
了
承
し
ま
し
た
。

︹
※
詳
細
等
は
、
広
報
お
お

ぞ
ら
11
月
号
の
４
〜
７
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。︺

︻
例
月
出
納
検
査
報
告
︼

地
方
自
治
法
第
２
３
５
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
佐
々

木
・
平
田
両
監
査
委
員
か
ら

提
出
さ
れ
た
平
成
21
年
６

月
・
７
月
・
８
月
ま
で
の
一

般
会
計
及
び
９
特
別
会
計
の

例
月
出
納
検
査
に
関
す
る
報

告
を
了
承
し
ま
し
た
。

5 大空町議会だより　第14号（平成21年11月）
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●第３回定例会において、『決算審査特別委員会』に付託・審査された平成20年度

の一般会計及び９特別会計の歳入歳出決算に関する概要等は次のとおりです。

 ※質疑の詳細等は、議会ホームページまたは両地区図書館に備え付けの「会議録」をご覧ください。

6大空町議会だより　第14号（平成21年11月）

第
３
回
定
例
会
で
﹁
決
算

審
査
特
別
委
員
会
︵
委
員

長：

坂
本
一
光
︶
﹂
に
付

託
・
審
査
さ
れ
た
平
成
20
年

度
の
一
般
会
計
・
９
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
、
10
月
21
日
に
同
特
別
委

員
会
が
開
か
れ
、
決
算
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
坂
本
委

員
長
は
審
査
に
先
立
ち
、

﹃
本
特
別
委
員
会
は
、
議
会

が
決
定
し
た
予
算
が
適
正
に

執
行
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
と
共
に
、
そ
の
行

政
効
果
を
測
定
し
評
価
す
る

極
め
て
重
要
な
意
味
が
あ
る

の
で
、
次
年
度
の
予
算
編
成

や
行
政
執
行
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
審
査
を
進
め
た
い
。
﹄

と
挨
拶
さ
れ
た
後
、
一
般
会

計
か
ら
順
に
審
査
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

審
査
に
付
さ
れ
た
平
成
20

年
度
の
一
般
会
計
及
び
９
特

別
会
計
︵
国
民
健
康
保
険
、

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
所
、

老
人
保
健
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
簡
易
水
道
、
下
水
道
、

個
別
排
水
処
理
︶
の
歳
入
歳

出
決
算
書
に
記
載
さ
れ
た
計

数
及
び
各
調
書
等
に
つ
い
て
、

関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

し
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る

か
、
目
的
に
沿
っ
て
正
確
に

執
行
さ
れ
て
い
る
か
審
査
・

照
合
し
た
結
果
、
﹁
誤
り
の

な
い
も
の
﹂
と
認
め
ら
れ
る
。

一
般
会
計
及
び
９
特
別
会

計
の
総
計
決
算
額
は
、
歳
入

１
０
８
億
２，

９
２
３
万
円
、

歳
出
１
０
６
億
２，

５
９
１

万
円
で
収
支
２
億
３
３
２
万

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、

経
常
収
支
比
率
が
逐
年
上
昇

し
、
20
年
度
は
90
・
８
％
で

財
政
の
硬
直
化
が
一
段
と
進

ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
財
政
力
指
数
は
０
・
２

７
５
、
公
債
費
比
率
は
20
・

７
％
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
構
成
の
う
ち
、
自
主

財
源
額
は
19
年
度
よ
り
４
・

７
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
て
20
億

２，

５
３
１
万
円
︵
全
体
の

26
・
７
％
︶
、
歳
出
構
成
の
う

ち
、
義
務
的
経
費
額
は
８
・
１

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
33
億
５，

４
０
４
万
円
︵
45
・
１
％
︶
、

投
資
的
経
費
額
は
１
・
４
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
７
億
８，

２
２
０
万
円
︵
10
・
５
％
︶
と

な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
財
政

環
境
の
中
に
あ
っ
て
積
極
的

な
諸
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

町
債
の
発
行
や
債
務
負
担

行
為
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

将
来
に
亘
る
財
政
健
全
化
の

確
保
に
十
分
な
配
慮
が
望
ま

れ
、
年
度
毎
の
財
政
状
況
に

よ
る
が
、
当
面
取
り
崩
し
の

予
定
が
な
い
基
金
に
つ
い
て

佐々木代表監査委員

審
査
結
果

審
査
結
果

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
︵
要
約
︶

国
内
に
お
け
る
経
済
情
勢
等
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
・
経
済
危
機
に
よ
る
景

気
低
迷
の
影
響
が
引
き
続
き
残
り
つ
つ
も
、
国
の
景
気

対
策
等
に
よ
っ
て
大
都
市
を
中
心
に
企
業
業
績
も
や
や

回
復
基
調
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
雇
用
状
況
は
依
然
と

し
て
厳
し
く
、
特
に
道
内
の
経
済
情
勢
等
は
、
公
共
事

業
の
減
少
の
影
響
も
あ
っ
て
厳
し
く
深
刻
な
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
け
る
平
成
20
年
度
の
一
般
会

計
及
び
９
特
別
会
計
の
収
支
決
算
の
状
況
等
に
つ
い
て

は
、
繰
上
償
還
に
伴
う
地
方
債
残
高
が
大
幅
に
減
少
し
た

が
、
財
政
調
整
基
金
も
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
、
合
併
効
果
を
最
大
限

に
活
か
し
た
計
画
的
な
運
営
に
よ
る
健
全
財
政
の
維
持

が
期
待
さ
れ
ま
す
。



※万円以下・小数点第二位以下を四捨五入している関係上、計数に合致しない箇所があります。
※平成20年度各会計の決算の状況等の詳細は、「広報おおぞら11月号の４〜７ページ」を参照ください。

国庫支出金
417,170,099円
5.5％

国庫支出金
417,170,099円
5.5％

地方交付税

3,949,398,000円

52.1％

地方交付税

3,949,398,000円

52.1％

平成20年度 大空町一般会計・9特別会計歳入歳出決算額及び特別委員会の審査(認定)状況

会　計　名

一　般　会　計

合　　　計

20年度収支差額
（Ａ−Ｂ）19年度歳出額

20年度歳出（Ｂ）
（対19年度増減）19年度歳入額

20年度歳入（Ａ）
（対19年度増減） 審査状況

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定

国 民 健 康 保 険 直 営 診 療 施 設 勘 定

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業 勘 定

介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

個 別 排 水 処 理 事 業

95億1,895万円

12億5,776万円

１億7,105万円

12億3,858万円

−

５億0,058万円

1,525万円

４億3,046万円

３億4,917万円

2,519万円

135億0,699万円

94億4,580万円

12億5,745万円

１億6,748万円

12億3,789万円

−

４億8,503万円

1,500万円

４億2,639万円

３億4,385万円

2,460万円

134億0,352万円

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

75億7,970万円
（△20．37％）

12億3,311万円
（△1．96％）

１億6,771万円
（△1．95％）

１億6,931万円
（△86．33％）

8,233万円
（皆増）

５億3,196万円
（6．27％）

1,615万円
（5．90％）

６億5,665万円
（52．55％）

３億6,607万円
（4．84％）

2,624万円
（4．17％）

74億4,501万円
（△21．18％）

12億0,799万円
（△3．93％）

１億6,403万円
（△2．06％）

１億5,490万円
（△87．49％）

8,226万円
（皆増）

５億2,299万円
（7．83％）

1,581万円
（5．40％）

６億5,174万円
（52．85％）

３億5,572万円
（3．45％）

2, 546万円
（3．50％）

108億2,923万円
（△19．82％）

106億2,591万円
（△20．72％）

1億3,469万円

2,512万円

368万円

1,441万円

７万円

897万円

34万円

491万円

1,035万円

78万円

２億0,332万円

一般会計

収入総額
7,579,699,717円

自動車取得税交付金

58,874,000円
 0.8％
地方特例交付金

11,394,000円
 0.2％
寄附金

10,093,000円
 0.1％
ゴルフ場利用税交付金

 4,726,400円
 0.1％
利子割交付金

 4,467,000円
 0.1％
交通安全対策特別交付金

 2,155,000円
 0.0％
配当割交付金

 870,000円
 0.0％
株式等譲渡所得割交付金

 638,000円
 0.0％

町税

934,725,235円

12.3％

一般会計

支出総額
7,445,006,332円

公債費
1,748,088,243円

23.5％

公債費
1,748,088,243円

23.5％

町債
558,749,000円

7.4％

町債
558,749,000円

7.4％

地方譲与税
264,735,000円 3.5％

諸収入
209,745,442円 2.8％

道支出金
204,013,437円 2.7％

使用料及び手数料
197,960,739円 2.6％消防費

367,751,137円
4.9％

商工費
183,209,376円

2.5％

議会費
71,532,629円
1.0％ 労働費

153,511円  0.0％

財産収入
138,075,653円 1.8％

分担金及び負担金
99,842,055円 1.3％

地方消費税交付金
77,196,000円 1.0％

繰越金
73,145,157円 1.0％

その他 93,217,400円  1.2％

職員給与費
1,290,399,509円

17.3％

職員給与費
1,290,399,509円

17.3％

民生費
689,892,235円
9.3％

民生費
689,892,235円
9.3％

土木費
582,079,980円

7.8％

土木費
582,079,980円

7.8％

農林水産業費
539,573,931円

7.2％

農林水産業費
539,573,931円

7.2％

教育費
684,869,870円

9.2％

教育費
684,869,870円

9.2％

衛生費
676,781,700円

9.1％

衛生費
676,781,700円

9.1％

総務費
610,674,211円

8.2％

総務費
610,674,211円

8.2％

繰入金
361,726,500円 4.8％

一般会計の歳入歳出状況図

は
、
数
年
を
限
度
と
し
て

積
極
的
な
繰
替
運
用
す
る

こ
と
も
一
つ
の
方
法
と
考

え
ら
れ
る
。

景
気
の
低
迷
等
に
よ
る

町
税
収
入
の
減
収
や
人
口

の
動
向
等
を
鑑
み
る
と
、

今
後
も
税
収
の
大
幅
な
増

収
は
期
待
で
き
な
い
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。
滞
納
繰

越
を
含
め
た
町
税
収
能
率

は
95
・
４
％
と
低
下
傾
向

が
見
ら
れ
、
収
入
未
済
額

は
４，

５
３
０
万
円
に
上

る
こ
と
か
ら
、
滞
納
者
に

対
し
、
き
め
細
か
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

税
の
滞
納
と
同
時
に
、

公
営
住
宅
使
用
料
や
上
下

水
道
使
用
料
な
ど
を
滞
納

し
て
い
る
例
が
多
く
見
受

け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
連

帯
保
証
人
に
対
す
る
督
促

等
の
見
直
し
ほ
か
、
特
に

悪
質
と
判
断
さ
れ
る
よ
う

な
滞
納
者
に
対
し
、
上
下

水
道
の
給
水
停
止
や
公
営

住
宅
か
ら
の
強
制
退
去
、

差
押
え
等
の
法
的
手
段
を

含
め
た
厳
正
な
対
応
も
検

討
す
る
な
ど
、
各
課
連
携

の
上
、
収
納
率
の
更
な
る

向
上
と
新
た
な
滞
納
の
発

生
防
止
に
一
層
の
努
力
が

望
ま
れ
る
。
ま
た
、
滞
納

者
に
換
価
す
べ
き
財
産
が

な
く
、
滞
納
処
分
停
止
を

し
て
も
資
力
の
回
復
が
望

め
な
い
者
或
い
は
、
資
産

に
乏
し
く
、
有
効
な
徴
収

手
段
を
執
り
得
な
い
者
に

あ
っ
て
は
、
不
能
欠
損
処

理
を
検
討
さ
れ
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

旧
町
村
時
代
に
整
備
さ

れ
た
施
設
の
中
で
、
社
会

情
勢
等
の
変
化
や
合
併
後

の
行
政
改
革
の
進
展
に
よ

っ
て
、
そ
の
役
割
を
終
え

た
施
設
も
散
見
さ
れ
る
が
、

公
売
そ
の
他
町
有
財
産
と

し
て
多
様
な
有
効
活
用
を

図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

経
常
収
支
比
率
の
推
移
、

町
税
収
入
や
人
口
の
動
向

等
、
更
に
財
政
調
整
基
金

が
大
幅
に
減
少
し
て
き
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今

後
よ
り
一
層
の
経
費
節
減

を
図
る
と
共
に
、
施
策
の

緊
急
度
を
的
確
に
把
握
し
、

行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化

に
努
め
、
将
来
を
展
望
し

た
計
画
的
な
行
財
政
運
営

体
制
の
推
進
に
よ
っ
て
、

健
全
財
政
を
維
持
す
る
こ

と
が
緊
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

7 大空町議会だより　第14号（平成21年11月）
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●
福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業

︵
２
１
５
万
円
︶

松
田
委
員

19
年
度
と
比
較

し
て
減
額
と
な
っ
た
主
な

要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長

19
年
度
実
績
は

申
請
者
数
３
３
３
件
で
２

９
５
万
円
、
20
年
度
実
績

は
３
６
８
件
で
２
１
５
万

円
で
、
対
象
者
の
方
々
へ

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
結
果
、

申
請
者
数
の
増
加
に
つ
な

が
っ
た
が
、
灯
油
単
価

︵
19
年
度
98
・
７
円
／
㍑
、

20
年
度
65
・
０
円
／
㍑
︶

の
差
に
伴
い
、
19
年
度
と

●
臨
時
財
政
対
策
債

︵
２
億
３
２
５
万
円
︶

勝
田
委
員

発
行
額
は
国
か

ら
制
限
さ
れ
て
い
る
の
か

ど
う
か
伺
う
。

財
政
課
長

地
方
交
付
税
に

見
合
う
分
の
交
付
が
認
め

ら
れ
て
お
り
、
国
か
ら
限

度
額
が
示
さ
れ
て
い
る
。

元
金
及
び
利
息
に
つ
い
て

基
準
財
政
需
要
額
に
算
入

し
、
後
年
度
の
地
方
交
付

税
の
中
で
全
額
交
付
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

●
公
営
住
宅
使
用
料

勝
田
委
員

大
都
市
と
比
べ
、

北
海
道
は
所
得
の
低
い
地

域
で
あ
り
、
も
う
少
し
地

方
に
合
っ
た
料
金
体
系
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

建
設
課
長

公
営
住
宅
は
基

本
的
に
低
所
得
者
へ
の
対

応
を
主
眼
と
し
て
お
り
、

毎
年
の
収
入
に
よ
っ
て
家

賃
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
市
町
村
独
自
の
家
賃

設
定
に
つ
い
て
は
、
公
営

住
宅
法
に
よ
っ
て
収
入
階

層
毎
に
家
賃
が
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
段

階
で
は
困
難
と
判
断
し
て

い
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

●
教
員
住
宅
貸
付
料

︵
未
収
金
約
22
万
円
︶

勝
田
委
員

教
員
住
宅
貸
付

料
の
未
収
金
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
理
由
等
に
よ

る
も
の
な
の
か
伺
う
。

学
校
管
理
課
長

東
藻
琴
地

区
の
教
員
住
宅
の
有
効
活

用
を
図
る
た
め
、
教
員
以

外
に
も
希
望
者
に
対
し
住

宅
を
貸
付
け
て
お
り
、
入

居
者
本
人
へ
の
督
促
や
連

帯
保
証
人
と
も
連
絡
を
取

り
な
が
ら
、
早
期
完
納
に

向
け
対
応
に
努
め
た
い
。

比
較
し
て
決
算
額
が
下
回

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
備
品
の
貸
与

植
田
委
員

指
定
管
理
者
に

対
し
、
古
い
機
械
等
を
貸

与
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
作
業
効
率
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

建
設
課
長

税
法
上
の
耐
用

年
数
は
あ
る
が
、
修
繕
し

て
使
用
で
き
る
機
械
等
に

つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
使

用
い
た
だ
い
て
る
状
況
で

あ
る
。
今
後
、
指
定
管
理

者
と
協
議
の
上
、
町
の
財

産
と
し
て
の
考
え
方
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
。

小
島
委
員

指
定
管
理
者
で

な
い
病
院
に
対
す
る
医
療

機
器
類
の
貸
与
及
び
普
通

財
産
の
貸
付
け
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
う
。

福
祉
課
長

現
在
、
女
満
別

中
央
病
院
に
対
し
、
毎
年

歳 入

歳 出

財
産
に
関
す
る
調
書

財
産
に
関
す
る
調
書

度
契
約
を
更
新
し
な
が
ら

医
療
機
器
・
医
療
消
耗
品

等
を
無
償
貸
与
し
て
い
る
。

中
に
は
、
既
に
耐
用
年
数

等
を
経
過
し
て
い
る
物
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

不
用
な
物
に
つ
い
て
は
契

約
更
新
時
に
整
理
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
島
委
員

過
去
の
経
緯
が

あ
る
の
で
確
認
す
る
が
、

貸
与
し
て
い
る
医
療
機
器

等
が
壊
れ
た
場
合
は
ど
う

対
応
す
る
の
か
。

福
祉
課
長

故
障
等
が
発
生

し
た
場
合
、
町
へ
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
基
本
的
に
は
、

病
院
側
が
使
用
す
る
も
の

は
病
院
自
身
で
準
備
い
た

だ
く
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
過
去
の
経
緯
か

ら
、
高
額
な
医
療
機
器
等

に
つ
い
て
使
用
で
き
る
間

は
有
効
に
使
用
い
た
だ
き

た
い
。
今
後
の
支
援
等
に

つ
い
て
は
、
医
療
計
画
と

の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
営
住
宅
の
入
居
率
が

98
・
５
％
と
高
い
数
値
と

な
っ
て
い
る
が
、
近
隣
市

町
村
と
比
較
し
て
ど
う
な

の
か
。
ま
た
、
町
営
住
宅

政
策
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
考
え
方
を
伺
う
。

建
設
課
長

入
居
率
に
関
す

る
他
市
町
村
と
比
較
を
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
数
値

を
見
る
限
り
で
は
妥
当
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

担
当
課
に
お
け
る
今
後
の

考
え
方
に
つ
い
て
は
、
耐

用
年
数
を
過
ぎ
た
古
い
住

宅
は
敬
遠
さ
れ
、
入
居
希

望
者
も
少
な
く
な
る
現
状

か
ら
、
該
当
す
る
住
宅
を

順
次
解
体
の
上
、
新
た
な

住
宅
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
田
委
員

町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
住
宅
の
間

取
り
等
の
情
報
を
掲
載
し

て
募
集
す
る
な
ど
、
工
夫

し
て
取
組
ん
で
は
ど
う
か
。

建
設
課
長

ご
意
見
等
を
踏

ま
え
、
今
後
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
を
通
じ
て
他
市
町

村
か
ら
も
入
居
い
た
だ
け

る
よ
う
な
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。

●
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
管
理
運

営
事
業
関
連

●
公
営
住
宅
関
連

松
田
委
員

20
年
度
の
一
般

松
田
委
員

女
満
別
地
区
は
、

入
居
者
21
名
に
対
し
年
間

委
託
料
１，

４
９
３
万
円
。

東
藻
琴
地
区
は
、
入
居
者

14
名
に
対
し
年
間
委
託
料

１，

５
５
０
万
円
と
差
が

見
ら
れ
る
主
な
要
因
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
課
長

両
地
区
と
も
運

営
経
費
の
中
で
人
件
費
の

割
合
が
大
き
く
占
め
て
い

る
が
、
年
間
委
託
料
の
差

に
つ
い
て
は
、
東
藻
琴
地

区
の
夜
警
員
の
民
間
人
材

確
保
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

東
藻
琴
福
寿
苑
が
直
接
雇

用
し
て
い
る
関
係
上
、
女

満
別
地
区
と
の
差
が
生
じ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。

●
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

関
連

植
田
委
員

訪
問
介
護
、
訪

問
看
護
及
び
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
等

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長

訪
問
介
護
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る

家
事
援
助
、
食
事
・
入
浴

介
助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
事
業
で
、
20
年
度
は

２，

６
６
８
日
・
９
１
９

万
円
の
実
績
と
な
っ
て
い

る
。
訪
問
看
護
は
、
主
治

医
の
指
示
に
基
づ
き
、
看

護
師
が
訪
問
し
て
必
要
な

総
　
　
括

︵
決
算
関
連
全
般
︶

総
　
　
括

︵
決
算
関
連
全
般
︶



そ
の
他
議
会
活
動
の
状
況
等︻

第
７
回
東
京
東
藻
琴
会
・

第
37
回
東
京
女
満
別
会
︼

11
月
７
日
、
東
京
都
及
び
首
都
圏
近

郊
に
在
住
さ
れ
て
い
る
旧
東
藻
琴
村
ご

出
身
や
旧
村
に
縁
の
あ
る
方
々
に
よ
る

﹁
東
京
東
藻
琴
会
︵
木
田
新
治
会
長
︶
﹂

並
び
に
、
旧
女
満
別
町
ご
出
身
や
旧
町

に
縁
の
あ
る
方
々
に
よ
る
﹁
東
京
女
満

別
会
︵
宇
野
　
旭
会

長
︶
﹂
が
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
、
本
町
議

会
か
ら
後
藤
議
長
・

厚
海
副
議
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

︻
全
国
町
村
議
会
議
長
会

第
53
回
全
国
大
会
︼

11
月
10
日
、
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

に
て
、
全
国
町
村
議

会
議
長
会
創
立
60
周

年
記
念
第
53
回
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
町
議
会
か
ら
後
藤

議
長
・
厚
海
副
議
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

︻
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
女
満
別
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
研
究
棟
竣
工
式
︼

11
月
13
日
、
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
女
満
別
テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
研
究
棟
竣
工
式
が

挙
行
さ
れ
、
新
研
究
施
設
の
完
成
を
祝

福
し
ま
し
た
。

︻
秋
の
交
通
安
全
運
動

街
頭
啓
発
︼

10
月
21
日
、
秋
の
収

穫
時
期
を
迎
え
、
農
村

物
な
ど
の
輸
送
繁
忙
期

に
伴
う
﹁
秋
の
交
通
安

全
運
動
街
頭
啓
発
﹂
に

参
加
し
ま
し
た
。

︻
北
網
ブ
ロ
ッ
ク
町
議
会
議
員
研
修
会
︼

10
月
22
日
、
訓
子
府
町

に
お
い
て
﹁
北
網
ブ
ロ
ッ

ク
町
議
会
議
員
研
修
会
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
の
北
海

道
総
務
部
防
災
消
防
課
主

幹
　
秋
田
正
義
氏
か
ら

﹃
市
町
村
の
消
防
を
取
り
巻
く
広
域
化
等
の

取
組
み
に
つ
い
て
﹄
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
、
近
隣
町
の
100
名
余
り
議
員
は
、
消
防
緊

急
無
線
シ
ス
テ
ム
の
概
要
等
に
つ
い
て
熱
心

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

︻
議
会
行
政
視
察
来
町
対
応
︼

10
月
28
日
〜
30
日
、
姉
妹
都
市

東
京
都
稲

城
市
議
会
の
岩
佐
副
議
長
が
、
ボ
ッ
シ
ュ
㈱

女
満
別
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
、
合
併
後
の
町
政
及

び
議
会
運
営
の
状
況
、
東

藻
琴
地
区
の
農
業
に
関
す

る
行
政
視
察
の
た
め
来
町

さ
れ
ま
し
た
。

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

業
で
、
20
年
度
は
４
４
７

日
・
３
３
４
万
円
の
実
績

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
在
宅
に
戻
ら
れ
た

方
の
ご
自
宅
に
作
業
療
法

士
を
派
遣
し
、
リ
ハ
ビ
リ

訓
練
等
を
行
う
事
業
で
、

20
年
度
は
９
日
・
４
万
円

の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

植
田
委
員

お
互
い
が
サ
ー

ビ
ス
内
容
等
を
理
解
し
合

い
、
十
分
な
意
思
疎
通
を

も
っ
て
取
組
ん
で
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
が
ど
う
か
。

福
祉
課
長

ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
業
者
か
ら
利
用
者
並
び

に
、
訪
問
介
護
ま
た
は
訪

問
看
護
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
が
同
一
の
計
画
書

を
持
つ
こ
と
と
な
っ
て
い

る
と
同
時
に
、
利
用
者
と

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
間

で
契
約
書
を
締
結
の
上
、

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
行
政
と
し

て
も
監
視
を
し
な
が
ら
、

適
正
な
運
営
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

●
農
業
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

運
営
関
連

松
岡
委
員

情
報
提
供
の
内

容
等
に
つ
い
て
伺
う
。

農
政
課
長

農
業
の
気
象
災

害
の
予
防
・
軽
減
と
栽
培

管
理
等
の
適
切
な
活
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
日
本
気
象

協
会
北
海
道
支
社
へ
業
務

委
託
の
上
、
両
地
区
に
計

６
箇
所
設
置
し
て
い
る
気

象
観
測
ロ
ボ
ッ
ト
﹁
マ
メ

ダ
ス
﹂
に
よ
る
気
象
情
報

の
提
供
を
受
け
て
い
る
も

の
で
あ
る
。

松
岡
委
員

気
象
情
報
は
最

近
か
な
り
安
価
に
な
っ
て

お
り
、
本
町
と
同
じ
業
務

委
託
を
行
っ
て
い
た
Ｊ
Ａ

き
た
み
ら
い
で
は
、
違
う

方
法
に
見
直
し
た
と
聞
い

て
い
る
の
で
検
討
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

農
政
課
長

ご
意
見
等
を
踏

ま
え
、
安
価
で
安
定
し
た

内
容
で
事
業
目
的
が
達
成

さ
れ
る
よ
う
、
先
進
事
例

等
も
含
め
十
分
把
握
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

●
職
員
給
与
費
関
連

森
　
委
員

職
員
人
件
費
に

つ
い
て
、
19
年
度
は
13
億

９，

３
０
０
万
円
、
20
年

度
は
12
億
９，

０
０
０
万

円
で
、
１
億
３
０
０
万
円

程
度
の
減
額
と
な
っ
た
。

職
員
定
数
や
給
与
の
独
自

削
減
、
行
政
改
革
な
ど
、

色
々
と
ご
努
力
な
さ
れ
て

積
み
上
げ
た
も
の
と
理
解

し
て
い
る
が
、
近
年
、
業

務
委
託
や
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
等
に
よ
っ
て
、

行
政
が
直
接
行
う
事
業
や

職
員
給
与
費
の
減
少
が
進

ん
で
い
る
が
、
こ
の
数
値

等
に
つ
い
て
適
正
な
も
の

で
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

町
　
　
長

行
政
改
革
推
進

計
画
に
あ
わ
せ
て
財
政
計

画
を
策
定
し
た
際
、
定
員

管
理
に
よ
る
人
件
費
の
削

減
や
事
務
事
業
の
見
直
し

な
ど
、
様
々
な
削
減
目
標

を
立
て
て
進
め
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
人
件

費
が
減
少
し
た
分
よ
り
も

委
託
料
が
増
え
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
取
組
ん
で
い
る

が
、
行
政
職
員
の
人
件
費

に
あ
っ
て
は
、
民
間
企
業

の
よ
う
に
収
益
か
ら
給
料

を
支
出
す
る
と
い
う
よ
う

な
仕
組
み
と
な
っ
て
お
ら

ず
、
１
年
毎
の
上
が
り
下

が
り
で
は
な
く
定
員
管
理

計
画
と
あ
わ
せ
て
長
期
的

に
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も

の
と
考
え

て
い
る
の

で
ご
理
解

願
い
た
い
。
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請願・陳情を

される方へ（書式）例

請願・陳情を

される方へ（書式）例

OHZORA

MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

●平成21年９月の第３回町議会定例会では、３名の議員から５項目の質問があり

ました。各議員と理事者の答弁要旨をお知らせします。※紙面の都合上、質疑は要

約していますので、詳細等は両地区図書館に備え付けの「会議録」をご覧ください。

議
員

大
空
町
内
に
お
け

る
管
理
者
の
異
な
る
道
路
、

河
川
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
、
北
海
道
や
開

発
局
に
対
し
て
要
望
を
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
住
民
の
不

便
さ
を
解
決
す
る
方
策
に
つ

い
て
は
、
改
善
さ
れ
な
い
点

が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
町

と
し
て
の
関
わ
り
に
つ
い
て

伺
う
。

町
長

大
空
町
内
に
は
、

国
道
２
路
線
、
道
道
10
路
線

が
あ
る
。
国
道
は
毎
年
要
望

書
を
提
出
し
て
お
り
、
比
較

的
早
い
時
期
に
対
処
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
道
道
に
つ

い
て
も
、
地
域
建
設
行
政
懇

談
会
の
折
に
要
望
書
を
提
出

し
、
十
分
調
整
を
図
り
な
が

ら
取
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

町
民
か
ら
の
要
望
は
、
そ
の

都
度
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

今
年
は
雨
が
多
い

の
で
、
女
満
別
地
区
の
ト
マ

ッ
プ
川
上
流
の
畑
は
、
暗
渠

の
役
割
が
果
た
さ
れ
て
お
ら

ず
、
水
は
け
の
悪
さ
が
出
て

い
る
。
あ
る
程
度
計
画
的
に

や
ら
な
け
れ
ば
進
ま
な
い
と

思
う
が
、
こ
れ
ら
の
改
善
策

は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形

で
ど
こ
が
主
導
し
て
進
め
る

の
か
伺
う
。

町
長

ト
マ
ッ
プ
川
の
管

理
は
、
国
、
北
海
道
、
大
空

町
と
区
分
が
３
つ
に
分
割
さ

れ
て
い
る
。
改
善
策
は
、
地

元
の
市
町
村
が
主
導
権
を
握

っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
ま
と
ま

ら
な
い
と
思
う
。
国
や
北
海

道
に
対
し
て
改
善
策
を
要
求

す
る
と
と
も
に
、
根
本
的
に

ど
の
よ
う
に
管
理
、
保
全
、

再
生
す
る
か
を
考
え
て
調
査

を
し
な
が
ら
、
町
が
中
心
と

な
っ
て
取
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

議
員

大
空
町
管
理
の
道

路
、
橋
梁
及
び
河
川
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
、

現
在
の
課
題
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。
ま
た
、
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
建
設
課
事
業
所
は

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
職
員
が
点
検

し
な
が
ら
補
修
等
を
行
っ
て

お
り
、
除
雪
も
ノ
ウ
ハ
ウ
が

で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
技
術
面
で
の
引
き
継
ぎ

や
、
予
算
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
伺
う
。

町
長

指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
当
た
っ
て
の
課
題
と

し
て
は
、
水
準
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
緊
急
時
の

対
応
、
苦
情
の
処
理
な
ど
、

情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
町
側
も
業
務
を

管
理
す
る
技
術
、
調
整
能
力

を
持
っ
た
業
務
担
当
員
を
配

置
し
た
り
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
移

管
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た

い
。
予
算
は
、
町
道
維
持
補

修
、
除
雪
セ
ン
タ
ー
管
理
、

除
雪
対
策
事
業
で
組
ん
で
い

る
が
、
こ
れ
ら
を
指
定
管
理

料
と
し
て
積
算
し
て
、
委
託

料
で
計
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

道
路
、
河
川
の
維
持
管
理

坂
　
本
　
一
　
光
議
員

道
路
、
河
川
改
善
策
の

要
望
と
町
の
関
わ
り
は

ト
マ
ッ
プ
川
上
流
の
改
善

策
を
計
画
的
に
進
め
よ

道
路
の
指
定
管
理
者
導
入

の
課
題
と
対
策
は

町
側
が
業
務
担
当
員
を

配
置
し
て
進
め
る

町
が
中
心
と
な
っ
て

取
組
み
を
進
め
る

国
な
ど
に
要
望
書
や
行
政
懇

談
会
等
で
要
請
し
て
い
る

議
員

本
町
で
は
、
芝
桜

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来

場
者
が
あ
る
が
、
行
政
と
し

て
そ
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
の
か
。
今
後

の
イ
ベ
ン
ト
の
取
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
方
と
し
て
、
現

在
の
事
業
は
継
続
的
に
や
っ

て
い
く
の
か
、
見
直
す
も
の

が
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
の
課
題
と
対

策
に
つ
い
て
も
伺
う
。

町
長

大
き
な
観
光
イ
ベ

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
と
効
果

イ
ベ
ン
ト
の
効
果
と

取
組
み
の
考
え
方
を
問
う

町
民
の
一
体
感
の
醸
成
と

経
済
的
波
及
効
果
も
あ
る

10大空町議会だより　第14号（平成21年11月）



請願・陳情を

される方へ（書式）例

請願・陳情を

される方へ（書式）例

大空町議会事務局

【お問い合わせ先】

TEL 74−2111（内線 265・266）

請願・陳情を

される方へ（書式）例

○○○○○ ○印

（内容）

○○○○○○○○○○に

関する請願（陳情）

要旨 ○○○○○○○

理由 ○○○○○○○
○○○○○○。

平成　年　月　日

大空町議会議長 様

大空町○○○○○

（表紙）

請　願　書

（陳情書）

○○○○○○○○○に

関する

紹介議員○○○○○ ○印

●  議会や議会だよりに関するご意見やご要望をお待ちしています。

●  議会ホームページからも会議録や議会だよりをダウンロードすることができます。

●  定例会及び臨時会の会議録は、両地区図書館で閲覧することができます。

教
育
長

女
満
別
地
区
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
豊
住
、

剣
道
、
柔
道
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
、
野
球
、
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
６
団
体
が
あ

り
、
小
中
学
生
１
６
５
名
、

指
導
の
先
生
６
名
、
地
域
の

指
導
者
が
29
名
い
る
。
東
藻

琴
地
区
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

剣
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
少

年
団
の
４
団
体
が
あ
り
、
小

中
学
生
57
名
、
指
導
の
先
生

２
名
、
地
域
の
指
導
者
が
８

名
で
活
動
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
振
興

に
向
け
て
は
、
活
動
補
助
金
、

中
体
連
等
参
加
補
助
金
な
ど

財
政
的
支
援
と
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
利
用
の
手
配
な
ど
活
動

が
円
滑
に
い
く
よ
う
取
り
進

め
て
い
る
。

ン
ト
と
し
て
は
、
町
民
ビ
ッ

グ
デ
ー
、
め
ま
ん
べ
つ
観
光

夏
ま
つ
り
、
芝
桜
ま
つ
り
、

ノ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
な
ど
を
開
催
し
て
い

る
。
効
果
と
し
て
は
、
互
い

の
地
域
の
特
性
に
理
解
を
深

め
る
こ
と
も
目
標
で
あ
り
、

行
事
を
支
え
る
側
や
イ
ベ
ン

ト
を
楽
し
む
側
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の

一
体
感
の
醸
成
や
心
が
１
つ

に
な
る
と
い
う
効
果
も
あ
る
。

ま
た
、
地
元
商
店
街
に
も
少

な
か
ら
ず
購
買
等
経
済
的
な

波
及
効
果
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
マ
ス
コ
ミ
に
も
登
場

す
る
機
会
も
多
く
、
大
空
町

と
し
て
の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
、

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
情
報
発

信
で
も
大
き
な
役
割
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
地
域
の
中

で
の
伝
統
的
な
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
、
合
併
後
も
存
続
を
前

提
に
取
組
ん
で
い
る
。
課
題

と
し
て
は
、
伝
統
を
引
き
継

ぐ
一
方
で
、
新
し
い
も
の
を

提
案
し
て
い
く
こ
と
も
欠
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

学
力
標
準
学
力
検
査
の
実
施
、

大
空
町
学
力
向
上
プ
ラ
ン
の

作
成
に
取
組
ん
で
い
る
。

議
員

学
力
に
し
て
も
運

動
能
力
に
し
て
も
、
一
朝
一

夕
に
で
き
あ
が
る
も
の
で
は

な
く
、
時
間
が
か
か
る
も
の

だ
と
思
う
。
１
つ
１
つ
積
み

重
ね
な
が
ら
、
継
続
的
に
充

実
し
た
児
童
生
徒
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
環
境
に
十
分

配
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
。

教
育
長

子
ど
も
達
の
中

に
、
自
主
的
に
学
ぶ
、
自
主

的
に
運
動
す
る
と
い
う
よ
う

な
意
識
の
啓
発
も
含
め
て
、

学
校
全
体
、
地
域
全
体
で
取

組
め
る
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

議
員

本
町
に
お
い
て
は
、

両
地
域
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
組
織
さ
れ
活
動
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て

伺
う
。

充
実
し
た
生
活
を
送
る

環
境
に
配
慮
を

活
発
な
活
動
を
し
て
お
り
、

振
興
に
向
け
財
政
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
る

学
校
、
地
域
全
体
で
取
組

む
ス
タ
ン
ス
を
考
え
る

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

実
態
は

議
員

先
般
発
表
さ
れ
た

全
国
学
力
検
査
の
結
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺

う
。
ま
た
、
昨
年
の
結
果
を

踏
ま
え
、
改
善
策
等
の
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

全
国
学
力
検
査

の
本
町
の
結
果
は
、
小
学
校

国
語
で
は
全
道
平
均
と
ほ
ぼ

同
様
で
、
全
国
平
均
よ
り
低

い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
小

学
校
算
数
は
、
全
道
、
全
国

よ
り
相
当
低
い
。
中
学
校
国

語
は
、
全
道
、
全
国
と
ほ
ぼ

同
様
の
水
準
に
あ
る
。
中
学

校
数
学
は
、
全
道
と
ほ
ぼ
同

様
、
全
国
よ
り
や
や
低
い
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
昨
年
度
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
学
力
向
上
対
策
研

修
会
の
実
施
、
市
販
の
全
国

全
国
学
力
検
査
の
結
果

と
、
改
善
策
の
取
組
み
は

全
道
・
全
国
平
均
よ
り

低
く
、
学
力
向
上
対
策

に
取
組
ん
で
い
る

教

育

行

政
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お　願　いお　願　い

て
く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

今
後
進
め
て
い
け
る
よ
う
に

関
係
団
体
と
も
相
談
を
し
て

い
き
た
い
。

議
員

本
年
６
月
か
ら
試

行
し
て
い
る
生
ご
み
の
分
別

処
理
の
状
況
と
、
分
別
収
集

に
対
す
る
住
民
の
理
解
度
は

ど
う
か
伺
う
。

生
ご
み
処
理
で
困
る
の
は
、

水
切
れ
が
悪
い
も
の
と
、
指

定
ご
み
袋
の
中
に
買
い
物
袋

で
小
分
け
し
て
い
る
こ
と
だ

と
言
わ
れ
て
い
る
。
ご
み
の

分
別
も
地
域
に
よ
っ
て
悪
い

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

住
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
必

要
で
な
い
か
。

町
長

現
在
、
生
ご
み
の

分
別
試
行
を
行
っ
て
い
る
が
、

ご
み
袋
の
大
き
さ
や
収
集
日

の
間
隔
も
課
題
と
考
え
て
い

る
。
保
管
な
ど
町
民
に
負
担

を
か
け
て
い
る
が
、
徐
々
に

理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
と
感

じ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
施

設
の
延
命
、
施
設
管
理
経
費

の
節
減
と
い
う
大
き
な
目
標

が
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
水
切
り
が
悪
か
っ

た
り
、
小
分
け
に
し
て
異
物

が
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
十

分
説
明
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

生
ご
み
の
堆
肥
化

に
向
け
た
調
査
状
況
を
伺
う
。

今
後
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
く
考
え
な
の
か
。
ま

た
、
生
ご
み
の
コ
ン
ポ
ス
ト

や
生
ご
み
電
気
処
理
機
の
購

入
助
成
に
つ
い
て
、
再
開
す
る

考
え
は
な
い
か
ど
う
か
伺
う
。

町
長

堆
肥
化
に
向
け
、

ご
み
質
の
組
成
検
査
を
実
施

し
て
い
る
が
、
６
月
で
97
・

１
％
、
８
月
で
97
・
７
％
が

生
ご
み
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

異
物
と
し
て
、
水
切
り
ネ
ッ

ト
や
新
聞
紙
が
混
入
し
て
い

る
事
例
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

今
後
堆
肥
化
で
き
た
ら
、
で

き
る
だ
け
地
域
で
活
用
し
て

み
た
い
と
思
う
。
町
営
牧
野

も
持
っ
て
い
る
の
で
、
引
き

取
り
手
が
な
い
よ
う
な
場
合

は
、
そ
れ
ら
の
活
用
も
考
え

た
い
。
ま
た
、
コ
ン
ポ
ス
ト

に
対
す
る
助
成
復
活
に
つ
い

て
の
要
請
も
あ
る
の
で
、
実

態
を
十
分
把
握
し
な
が
ら
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

ご
み
全
般
の
減
量

化
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。
あ
る
自
治
体
で
は
、

ご
み
減
量
化
に
向
け
た
対
策

と
し
て
、
自
治
会
、
子
ど
も

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
、
地
域
の
団
体
に
よ
る

ご
み
回
収
に
応
じ
て
奨
励
金

を
町
が
支
給
し
、
こ
の
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
で
ご
み
の
量
も

減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
ど

う
考
え
る
か
。

町
長

ご
み
を
出
さ
な
い

取
組
み
が
大
切
で
あ
る
の
で
、

出
前
講
座
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
、

ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
と
い

う
も
の
を
提
案
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

議
員

住
民
の
消
費
生
活

が
豊
か
に
な
り
、
生
活
も
多

様
化
す
る
に
つ
れ
て
、
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量

も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
が
町
の
財
政
も
圧
迫
し
て

い
る
と
考
え
る
が
、
町
内
で

排
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
種

類
と
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ご
み
の
量
は
、
今
後
も
こ
の

ま
ま
の
推
移
で
い
く
と
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

町
長

ご
み
は
、
燃
や
す

ご
み
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
、

資
源
物
の
３
種
類
で
あ
る
。

平
成
20
年
度
の
排
出
量
と
し

て
、
燃
や
す
ご
み
は
、
生
ご

み
を
含
め
て
７
６
３
ト
ン
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
は
１，

１

９
６
ト
ン
、
資
源
物
は
６
７

４
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
特
段
の
運
動
展
開
を

し
な
い
で
い
く
と
、
ご
み
は

増
え
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
み
を
出
さ
な
い
運
動
展
開

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

議
員

ご
み
有
料
化
へ
移

行
し
て
以
来
、
今
日
ま
で
の

現
状
と
課
題
を
伺
う
。

ご
み
も
有
料
化
し
た
後
は
、

リ
バ
ウ
ン
ド
現
象
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
。
い
っ
た
ん
は
ご

み
の
量
は
減
る
が
、
そ
の
あ

と
、
金
さ
え
出
せ
ば
何
を
出

し
て
も
い
い
と
い
う
考
え
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

う
い
う
現
象
は
大
空
町
で
は

な
い
の
か
。

町
長

有
料
化
は
、
旧
東

藻
琴
村
、
旧
女
満
別
町
と
も

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
思

っ
た
ほ
ど
ご
み
の
量
が
減
っ

て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

ま
た
、
有
料
化
後
の
リ
バ
ウ

ン
ド
と
い
う
傾
向
は
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
有
料
化
を

す
る
こ
と
が
最
終
目
的
で
は

な
い
の
で
、
み
ん
な
が
取
り

組
め
る
活
動
が
必
要
に
な
っ

斎
　
藤
　
宏
　
司
議
員

ご

み

対

策

ご
み
の
量
の
推
移
は

ご
み
を
出
さ
な
い
運
動

を
展
開
す
る

ご
み
有
料
化
の
現
状
は

ご
み
の
量
は

減
っ
て
い
な
い

生
ご
み
分
別
に
対
す
る

住
民
の
理
解
度
は
ど
う
か

生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
を

再
開
す
る
考
え
は
な
い
か

ご
み
減
量
化
に
向
け
た

対
策
は

助
成
復
活
は
、
実
態
を
十
分

把
握
し
な
が
ら
検
討
す
る

過
剰
包
装
の
自
粛
、
残

り
物
の
持
ち
帰
り
運
動

を
提
案
し
た
い

生
ご
み
分
別
収
集
は
徐
々

に
理
解
さ
れ
て
い
る
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　議長及び副議長宛の案内文書に

ついては、公務等の日程調整が必

要となりますので、必ず議会事務

局まで「持参」か「郵送」でお届けを

お願いします。

お　願　いお　願　いお　願　い

過
剰
包
装
の
自
粛
運
動
、
食

べ
物
の
残
り
物
の
持
ち
帰
り

運
動
な
ど
、
住
民
運
動
的
な

も
の
も
提
案
し
て
、
ご
み
の

減
量
化
に
向
け
て
取
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
の
資
源
物
の
売
却
益
は
、

毎
年
３
０
０
万
円
程
度
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
地
域
に
還

元
し
な
が
ら
、
ご
み
の
減
量

に
資
す
る
よ
う
な
使
い
方
も

あ
る
と
思
う
。
奨
励
金
制
度

は
内
容
を
調
査
し
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
形
が
運
動
展
開

の
助
長
に
な
る
か
検
討
し
て

み
た
い
と
思
う
。

議
員

生
ご
み
で
は
、
５

リ
ッ
ト
ル
の
袋
は
大
き
過
ぎ

て
、
個
人
の
場
合
い
っ
ぱ
い

に
な
る
の
に
日
数
も
か
か
る

と
思
う
。
自
治
会
単
位
で
生

ご
み
を
入
れ
る
よ
う
な
施
設

を
置
い
た
ら
ど
う
か
伺
う
。

町
長

生
ご
み
の
袋
が
５

リ
ッ
ト
ル
で
は
、
ま
だ
大
き

い
の
で
な
い
か
と
い
う
声
も

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
自
治
会

単
位
の
収
集
も
、
農
家
は
敷

地
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る

の
で
可
能
だ
と
思
う
が
、
市

街
地
で
は
場
所
の
確
保
が
難

し
い
と
思
う
の
で
、
取
組
め

る
か
ど
う
か
を
検
討
さ
せ
て

ほ
し
い
。

議
員

こ
れ
か
ら
先
は
、

ご
み
の
減
量
化
を
一
番
考
え

る
べ
き
だ
と
思
う
。
栃
木
県

の
町
で
は
、
何
よ
り
も
ご
み

を
出
さ
な
い
。
出
て
し
ま
っ

た
ご
み
は
で
き
る
だ
け
資
源

と
し
て
使
う
。
ど
う
し
て
も

使
え
な
い
ご
み
は
き
ち
ん
と

処
分
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

た
も
の
を
積
極
的
に
使
う
と

い
う
考
え
で
実
践
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
、
ご
み
は
ま
だ
ま

だ
増
え
る
と
思
う
の
で
、
そ

の
対
策
を
聞
き
た
い
。

町
長

大
空
町
の
平
成
20

年
度
に
お
け
る
資
源
化
率
は

26
％
程
度
で
あ
る
。
燃
や
す

ご
み
の
中
で
、
約
半
分
は
生

ご
み
で
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
生
ご
み
を
堆
肥
化

し
て
使
わ
れ
る
と
、
約
40
％

程
度
ま
で
資
源
化
率
は
上
が

り
、
さ
ら
に
ご
み
の
出
す
量

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
比
率
を
さ
ら
に
上

げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
提
案
を
し

な
が
ら
町
民
運
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

議
員

町
長
は
、
ロ
ー
カ

ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
住
民
と

の
協
働
を
公
約
し
て
い
る
が
、

情
報
共
有
が
前
提
で
あ
り
、

住
民
が
主
人
公
の
町
政
の
進

め
方
に
つ
い
て
、
任
期
中
の

総
仕
上
げ
と
い
う
観
点
か
ら
、

主
要
な
課
題
や
現
在
ま
で
の

町
政
執
行
の
達
成
度
は
、
ど

の
く
ら
い
と
自
己
評
価
し
て

い
る
か
伺
う
。

町
長

振
り
返
る
と
、
診

療
所
建
設
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
増
床
支
援
、
公
営
住

宅
建
設
、
芝
桜
公
園
整
備
、

麦
類
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
建

設
支
援
、
公
共
施
設
間
光
フ

ァ
イ
バ
ー
敷
設
、
水
道
施
設

整
備
、
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

更
新
な
ど
の
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
、
自
分
自
身
で

も
ず
い
ぶ
ん
や
れ
た
よ
う
な

気
も
す
る
。
ま
た
、
人
件
費

抑
制
、
借
入
金
残
高
の
縮
減

も
一
定
程
度
進
め
ら
れ
た
と

思
う
が
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
醸
成
、
子
育
て
、

教
育
の
充
実
、
移
住
定
住
対

策
、
地
域
間
交
通
網
の
整
備
、

地
域
特
産
品
の
多
様
な
売
り

込
み
は
、
不
十
分
と
い
う
気

持
ち
が
あ
る
。

議
員

合
併
後
の
東
藻
琴

地
域
の
住
民
か
ら
、
不
安
と

不
満
の
声
が
あ
る
の
も
事
実

で
あ
る
が
、
合
併
を
成
し
遂

げ
た
町
長
と
し
て
、
合
併
後

の
東
藻
琴
地
域
の
振
興
策
や
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
一
体
化

な
ど
、
地
域
住
民
の
声
を
ど

う
生
か
し
て
き
た
か
伺
う
。

町
長

両
地
域
は
、
長
い

歴
史
の
中
で
ル
ー
ル
が
定
め

ら
れ
て
き
た
の
で
、
３
年
、
４

年
で
１
つ
に
ま
と
め
る
の
は

難
し
い
と
思
う
し
、
急
激
な

変
化
を
求
め
る
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
両

地
域
の
公
平
感
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
と
こ
ろ
に
支
援
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
、
公
平
を

保
っ
て
い
く
唯
一
の
解
決
方

法
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

情
報
提
供
に
努
力
し
な
が
ら

理
解
を
得
た
い
と
思
う
。

議
員

住
民
と
の
協
働
を

進
め
る
試
金
石
と
し
て
、
自

治
基
本
条
例
は
、
町
長
自
ら

町
政
執
行
達
成
度
の

自
己
評
価
は

合
併
後
の
住
民
の
不
安
や
不

満
の
声
を
ど
う
生
か
し
た
か

事
業
は
一
定
程
度
進
め
ら

れ
た
が
、
一
部
は
不
十
分

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る

必
要
な
と
こ
ろ
に
支
援

を
し
て
公
平
を
保
つ

住
民
に
よ
る
自
治
基
本

条
例
づ
く
り
を
強
調
す

べ
き
で
な
い
か

小
　
島
　
一
　
弘
議
員

自
治
会
単
位
で
生
ご
み
収
集

施
設
を
設
置
で
き
な
い
か

場
所
の
確
保
も
あ
る
の
で
、
取

組
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い

提
案
し
な
が
ら
、
町
民
運

動
と
し
て
取
組
み
た
い

ご
み
を
出
さ
な
い
、
資

源
と
し
て
活
用
す
る
と

い
う
考
え
の
実
践
を

山
下
町
政
の
課
題
と
対
応
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が
行
い
た
い
と
い
う
意
味
で
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
あ
る
が
、

住
民
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
つ

く
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
よ
く
伝
わ
っ

て
い
な
い
。
北
見
市
の
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
は
、
諮
問
・

答
申
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、

本
町
は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

町
長

協
働
と
い
う
の
は
、

町
民
を
中
心
に
置
き
、
対
等

な
関
係
で
町
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
だ
と
思
う
。
大
空
町

長
に
立
候
補
し
た
際
、
町
づ

く
り
基
本
条
例
を
つ
く
る
と

約
束
し
、
住
民
の
方
に
お
願

い
し
て
い
る
が
、
議
論
を
す

る
こ
と
も
町
づ
く
り
の
財
産

に
な
る
の
で
、
そ
の
思
い
を

条
例
の
中
に
入
れ
て
い
き
た

い
。
諮
問
に
つ
い
て
は
、
一

字
一
句
修
正
が
し
に
く
い
形

で
本
当
に
い
い
の
か
と
い
う

思
い
が
あ
り
、
素
案
の
提
出

を
お
願
い
し
た
わ
け
で
あ
る
。

議
員

町
民
の
生
命
を
預

か
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
政

策
の
拠
点
で
あ
る
東
藻
琴
国

保
診
療
所
の
あ
り
方
と
、
旧

東
藻
琴
国
保
診
療
所
の
跡
地

利
用
の
進
め
方
が
具
体
的
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
危
惧

し
て
い
る
。
町
立
診
療
所
は
、

特
色
の
あ
る
も
の
と
し
て
、

人
工
透
析
の
夜
間
実
施
や
心

療
内
科
を
加
え
る
な
ど
、
積

極
的
な
位
置
づ
け
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
在

宅
医
療
推
進
の
た
め
に
は
、

訪
問
診
療
が
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
の
で
考
え
方
を
伺
う
。

さ
ら
に
、
旧
東
藻
琴
国
保
診

療
所
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
福
寿
苑
を
対
象
と
し
て
、

現
実
的
な
協
議
に
入
っ
て
は

ど
う
か
伺
う
。

町
長

東
藻
琴
国
保
診
療

所
は
、
医
師
の
継
続
性
な
ど

総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、

指
定
管
理
者
制
度
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。
人
工
透

析
、
心
療
内
科
、
訪
問
医
療

は
理
想
的
な
こ
と
だ
と
受
け

止
め
る
が
、
市
町
村
段
階
と

い
う
の
は
、
初
期
診
療
サ
ー

ビ
ス
を
し
っ
か
り
提
供
す
る

役
割
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、

長
期
的
、
安
定
的
に
町
民
の

医
療
が
守
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
旧
東
藻
琴
国
保
診
療

所
の
活
用
構
想
を
立
て
た
が
、

関
係
団
体
と
も
協
議
を
し
て

進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

福
寿
苑
も
受
け
皿
と
し
て
十

分
考
え
ら
れ
る
の
で
、
積
極

的
に
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員

患
者
か
ら
の
要
望

と
し
て
、
東
藻
琴
国
保
診
療

所
や
中
央
病
院
で
、
人
工
透

析
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
提
言
し
て
ほ

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人

工
透
析
の
問
題
は
、
難
し
い

か
ら
や
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
就
業
、
就
学
の
機

会
を
ど
う
与
え
る
か
、
社
会

参
加
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

問
題
に
も
な
る
。
夜
間
診
療

を
行
え
ば
生
存
率
が
上
が
る

と
い
う
学
会
の
発
表
も
あ
る

の
で
、
患
者
の
命
を
粗
末
に

し
な
い
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
長

健
や
か
に
地
域
の

中
で
生
活
す
る
環
境
を
整
え

る
の
は
、
行
政
の
役
割
と
受

け
止
め
て
い
る
が
、
人
工
透

析
は
専
門
医
が
必
要
と
な
る

の
で
、
専
門
性
の
あ
る
二
次

医
療
圏
な
ど
、
広
域
的
に
お

願
い
す
る
の
が
い
い
と
思
っ

て
い
る
。
地
元
で
で
き
れ
ば

理
想
で
あ
る
が
、
人
工
透
析

を
本
町
で
取
組
む
の
は
難
し

い
こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。

議
員

地
域
的
独
自
性
と

し
て
、
本
町
の
文
化
財
や
歴

史
的
遺
産
を
活
用
す
る
振
興

政
策
が
あ
っ
て
も
い
い
と
考

え
る
。
教
育
委
員
会
行
政
と
い

う
固
定
観
念
が
あ
っ
て
、
観
光

振
興
に
結
び
つ
け
る
発
想
が

見
ら
れ
な
い
。
町
花
で
あ
る

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
開
花
期
に

湖
畔
観
光
案
内
所
が
開
い
て

お
ら
ず
、
保
護
す
べ
き
文
化

財
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
に
負
荷

が
か
か
る
木
道
改
善
の
方
向

性
も
見
え
て
こ
な
い
。
ま
た
、

本
町
と
関
係
の
深
い
文
化
人

や
知
識
人
の
人
脈
の
活
用
が

十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
う
の
で
、
関
係
す

る
人
脈
の
か
か
わ
り
の
中
で
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
を
持
っ

て
、
情
報
発
信
す
る
よ
う
な

町
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
。

町
長

現
在
、
両
地
区
の

商
工
会
が
新
規
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
地
域
の
資
源
で

あ
る
文
化
や
歴
史
に
か
か
わ

る
も
の
を
観
光
に
結
び
付
け

て
い
こ
う
と
い
う
洗
い
出
し

を
し
て
い
る
。
観
光
案
内
所

は
、
施
設
が
担
う
業
務
と
観

賞
時
期
と
の
関
係
も
あ
る
の

で
、
観
光
協
会
と
協
議
を
進

め
た
い
。
湖
畔
の
木
道
は
老

朽
化
し
て
き
た
の
で
、
取
り

外
し
の
方
向
で
検
討
し
て
お

り
、
別
の
形
で
の
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
観
賞
方
式
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
は
、
大
変

に
夢
の
あ
る
、
面
白
み
の
あ

る
、
興
味
を
そ
そ
る
内
容
な

の
で
、
今
後
考
え
を
め
ぐ
ら

せ
な
が
ら
、
意
見
交
換
し
て

対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

議
員

あ
と
６
ヵ
月
残
さ

れ
た
町
長
の
任
期
の
地
点
に

立
っ
て
、
来
期
へ
の
宿
題
と

町
長
と
し
て
の
意
欲
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

現
在
、
総
括
を
し

て
い
る
最
中
で
あ
る
の
で
、

今
後
、
整
理
が
つ
い
た
段
階

で
改
め
て
考
え
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
。

住
民
の
思
い
を
条
例
に

入
れ
て
、
実
行
で
き
る

よ
う
に
し
た
い

東
藻
琴
診
療
所
の

積
極
的
な
位
置
づ
け
は

長
期
的
、
安
定
的
医
療
体

制
づ
く
り
に
努
力
す
る

人
工
透
析
治
療
が

で
き
る
よ
う
に
検
討
を

専
門
性
の
あ
る
二
次
医

療
圏
で
の
広
域
実
施
が

望
ま
し
い

人
脈
を
活
用
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
構
想
で
発
信
を

来
期
へ
の
町
長
と
し
て

の
意
欲
は

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
は

夢
の
あ
る
内
容
な
の
で

意
見
交
換
し
た
い

総
括
し
て
い
る
最
中
で

あ
り
、
整
理
が
つ
い
た

段
階
で
考
え
る
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●総務・厚生文教・産業建設の各常任委員会、議会運営委員会や議会広報

編集の各特別委員会などは閉会中も開催され、所管する事案に関する案

件の協議や活動等を行っています。※主な内容をお知らせします。

総
務
常
任
委
員
会

⑴
第
８
回
委
員
会
︵
９
／
３
︶

①
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

事
業
分
担
金
条
例(

案)

②
地
域
審
議
会
の
開
催
状
況

③
定
額
給
付
金
の
支
給
状
況

④
地
域
間
バ
ス
の
利
用
状
況

⑤
自
治
基
本
条
例
︵
仮
称
︶

検
討
委
員
会
の
開
催
状
況

⑥
財
政
状
況
及
び
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
の
見
直
し

⑦
ボ
ッ
シ
ュ
㈱
テ
ス
ト
コ

ー
ス
拡
張
に
係
る
進
捗

状
況
　
　
　
　
　
な
ど

⑵
第
９
回
委
員
会
︵
９
／
16
︶

①
要
望
意
見
書

⑶
第
10
回
委
員
会
︵
10
／
13
︶

①
町
職
員
の
懲
戒
処
分

②
定
額
給
付
金
支
給
実
績

③
エ
ア
・
ド
ゥ
実
機
訓
練

等
の
結
果

⑷
所
管
事
務
調
査
︵
11
／
20
︶

●
総
務
常
任
委
員
会
が
所

管
す
る
課
等
の
担
当
職

員
か
ら
、
説
明
を
受
け

調
査
し
ま
し
た
。

①
人
事
院
勧
告
の
取
扱
い

及
び
人
事
考
課

②
公
益
法
人
の
出
向
者
の

取
扱
い

③
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

④
総
合
計
画
の
進
捗
状
況

⑤
20
年
度
地
域
活
性
化
・

生
活
対
策
臨
時
交
付
金

及
び
21
年
度
地
域
活
性

化
・
経
済
対
策
臨
時
交

付
金
発
注
状
況

⑥
全
日
空
︵
Ａ
︱
ｎ
ｅ
ｔ
︶

の
丘
珠
空
港
か
ら
の
路

線
移
転

⑦
自
治
基
本
条
例
︵
仮
称
︶

検
討
委
員
会
の
開
催
状
況

⑧
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
お
お

ぞ
ら
︵
町
政
懇
談
会
︶

の
開
催
予
定

⑨
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
の
一
部
変
更
(案)

⑩
21
年
度
補
正
予
算
の
政

権
交
代
に
よ
る
変
更
点

⑪
指
定
管
理
者
制
度
導
入

と
財
政
面
の
変
更
点

⑫
手
数
料
・
使
用
料
の
見

直
し
　
　
　
　
　
な
ど

産
業
建
設
常
任
委
員
会

⑴
第
７
回
委
員
会
︵
９
／
３
︶

①
町
管
理
の
道
路
橋
梁
及

び
河
川
の
維
持
管
理
条

例
の
制
定
(案)

②
東
藻
琴
地
区
道
の
駅
整

備
基
本
構
想
の
策
定

⑵
第
８
回
委
員
会
︵
９
／
16
︶

①
要
望
意
見
書

②
使
用
料
・
手
数
料
の
見

直
し

⑶
第
９
回
委
員
会
︵
10
／
８
︶

①
暴
力
団
排
除
措
置
に
伴

う
町
営
住
宅
関
連
条
例

の
一
部
改
正(

案)

②
町
道
等
の
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
経
過
報
告

③
21
年
度
建
設
工
事
発
注

実
績
　
　
　
　
　
な
ど

⑷
所
管
事
務
調
査
︵
11
／
13
︶

●
産
業
建
設
常
任
委
員
会

が
所
管
す
る
課
等
の
担

当
職
員
か
ら
、
説
明
を

受
け
調
査
し
ま
し
た
。

①
12
線
歩
道
整
備
工
事
現

地
調
査

②
女
満
別
小
学
校
建
設
工

事
現
地
調
査

③
東
藻
琴
11
号
線
改
良
舗

装
工
事
現
地
調
査

④
東
藻
琴
汚
水
貯
留
槽
汚
水

管
渠
敷
設
工
事
現
地
調
査

⑤
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ

ン
チ
ュ
ウ
洗
車
場
︵
東

藻
琴
地
区
︶
現
地
調
査

⑥
観
光
拠
点
施
設
整
備
計
画

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

⑴
第
８
回
委
員
会
︵
９
／
２
︶

①
葬
斎
場
整
備
事
業
に
係

る
補
正

②
ゴ
ミ
処
理
事
業
に
係
る

補
正

③
保
育
園
の
増
築

④
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

推
進
事
業

⑤
児
童
生
徒
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
助
成
事
業

⑥
東
藻
琴
国
民
健
康
保
険

診
療
所
の
指
定
管
理

⑦
教
育
委
員
会
の
活
動
状

況
に
関
す
る
点
検
・
評

価
報
告
書
　
　
　
な
ど

⑵
第
９
回
委
員
会
︵
９
／
４
︶

①
保
育
園
の
増
築

⑶
第
10
回
委
員
会
︵
９
／
16
︶

①
要
望
意
見
書

②
保
育
園
の
増
築

③
使
用
料
・
手
数
料
の
見

直
し

④
文
化
財
保
護
条
例
の
策

定
に
向
け
た
取
組
み

⑷
第
11
回
委
員
会
︵
10
／
８
︶

①
東
藻
琴
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
使
用
料
の
改
正

②
女
満
別
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
改
修

③
女
満
別
小
学
校
完
成
模
型

④
一
般
廃
棄
物
焼
却
処
理

施
設
の
修
繕
　
　
な
ど

⑸
所
管
事
務
調
査
︵
11
／
12
︶

●
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

が
所
管
す
る
課
等
の
担

当
職
員
か
ら
、
説
明
を

受
け
調
査
し
ま
し
た
。

①
東
藻
琴
小
学
校
・
中
学
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校
教
育
用
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入

状
況
調
査

②
東
藻
琴
高
等
学
校
施
設

調
査

③
女
満
別
伝
承
館
運
営
状

況
調
査

④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
の
樹
オ

ホ
ー
ツ
ク
﹁
夢
飛
行
﹂

運
営
状
況
調
査

⑤
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

﹁
女
満
別
ド
リ
ー
ム
苑
﹂

の
運
営
状
況
調
査

⑥
東
藻
琴
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
条
例
及
び
施
行
規

則
の
全
部
改
正
(案)

⑦
子
育
て
応
援
特
別
手
当
支

給
事
業
実
施
要
綱
の
廃
止

⑧
児
童
生
徒
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
助
成
事
業
実

施
要
綱
の
一
部
改
正
(案)

⑨
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
事
業
実

施
要
綱
の
制
定
(案)

⑩
へ
き
地
保
育
所
条
例
の

一
部
改
正
(案)

な
ど

女満別小学校建設工事
現地調査の様子

女満別小学校建設工事
現地調査の様子
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︻
指
定
管
理
者
の
指
定
︼

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条

の
２
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

公
共
施
設
に
関
す
る
指
定
管

理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

質
　
疑

森
田
議
員
　
今
回
の
指
定
管

理
者
を
決
定
す
る
に
至
っ

て
は
、
公
募
に
よ
ら
な
い

方
法
で
選
定
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
経
過
で
あ
っ
た
の
か
伺

う
。
ま
た
、
ど
こ
の
市
町

村
に
お
い
て
も
医
師
の
確

保
が
大
変
厳
し
い
昨
今
、

町
内
で
医
療
従
事
な
さ
れ

て
い
る
民
間
法
人
が
、
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
と

な
ら
れ
る
に
至
っ
た
理
由

等
に
つ
い
て
、
差
し
支
え

な
い
範
囲
で
伺
う
。

国
保
診
療
所
事
務
長

医
療

法
人
で
な
い
と
指
名
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

診
療
所
の
性
質
上
、
近
隣

及
び
管
内
の
各
医
療
機
関

に
対
し
、
指
定
管
理
に
関

す
る
打
診
を
し
た
と
こ
ろ
、

医
師
確
保
が
難
し
い
旨
の

回
答
が
多
い
中
で
、
医
療

法
人
社
団
双
心
会
の
１
法

人
が
応
募
い
た
だ
き
、
今

回
の
指
定
に
至
っ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

八
重
樫
副
町
長
　
他
の
医
療

機
関
に
対
し
て
も
２
〜
３

打
診
を
し
た
が
、
へ
き
地

医
療
に
対
す
る
一
定
の
経

験
の
あ
る
医
師
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
変
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
最
終
的
に
医

療
法
人
社
団
双
心
会
の
１

法
人
の
応
募
と
な
っ
た
が
、

現
在
、
国
保
診
療
所
で
行

っ
て
い
る
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
診
療
を
土
曜

日
の
午
前
中
も
行
っ
て
い

た
だ
き
、
更
に
週
２
回
は

午
後
７
時
ま
で
の
救
急
医

療
体
制
を
確
保
し
て
い
た

だ
け
る
条
件
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
将
来
的
な
医

療
確
保
と
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
観
点
か
ら
今
回
の

指
定
に
至
っ
た
と
こ
ろ
の

で
あ
る
の
で
ご
理
解
願
い

た
い
。

︻
利
用
者
事
故
に
対
す
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
額
の
決
定
︼

町
有
施
設
に
起
因
し
て
発

生
し
た
利
用
者
事
故
に
対
す

る
和
解
及
び
損
害
賠
償
︵
13

万
円
︶
に
関
す
る
専
決
処
分

を
承
認
し
ま
し
た
。

第５回臨時会第５回臨時会第５回臨時会
〜東藻琴国民健康保険診療所
　　　の指定管理者を承認〜

第５回臨時町議会は、10月21

日の１日間の会期で開かれ、以

下の町提出案件が決まりました。

一
般
案
件

東藻琴国民健康保険診療所

医療法人社団双心会

理事長　服 部 怜 美

（西４条４丁目）

平成22年４月１日

　　　〜平成27年３月31日

施
設
名
指
定
管
理
者
名

指
定
期
間

専
決
処
分
案
件
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第
29
回
北
海
道
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
﹃
大
空

町
議
会
だ
よ
り
﹄
が
﹁
入
選
﹂

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
︵
特
選
は

沼
田
町
。
入
選
は
上
富
良
野

町
・
む
か
わ
町
・
大
空
町
︶

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
展
し
た

号
は
、
第
11
号
︵
平
成
21
年
２
月
27
日
発
行
︶
で
、

﹃
表
紙
は
、
季
節
写
真
を
背
景
に
本
体
写
真
を
組
み
込

ん
だ
構
成
で
、
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
裏
表
紙
に

有
料
広
告
を
扱
っ
て
い
る
の
も
珍
し
い
。
﹄
と
の
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
と
し
て
も
今
回
の
受

賞
を
励
み
に
、
今
後
も
改
善
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り

読
み
や
す
く
、
内
容

の
あ
る
誌
面
づ
く
り

へ
の
努
力
を
重
ね
て

参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
ご
感
想
を
是
非

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

早
い
も
の
で
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
カ
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
も
降
雹
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
災

害
、
天
候
不
順
、
低
温
に
よ
る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

米
国
の
大
手
証
券
会
社
の
経
営
破
綻
な
ど
か
ら
全
世

界
に
広
が
っ
た
金
融
危
機
・
経
済
不
況
は
今
な
お
続

き
、
景
気
は
低
迷
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
の
寅
年
こ

そ
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
景
気
の
回
復
も
進
み
、
町

民
の
皆
様
に
と
っ
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う
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ら
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祈
り
い
た
し
ま
す
。

（東藻琴国保診療所）（東藻琴国保診療所）



要 望 意 見 書

　網走支庁管内大空町では、平成19年から３年連続の降

雹により、甜菜、馬鈴薯、玉葱、小麦などの農作物に甚大な

被害を受けています。

　自然災害の影響を受けやすい農業は、農業共済制度が

あり、災害を被った場合には被害の状況等や掛け金に応

じて補償を受けることになりますが、現行の農業共済制

度では十分な補償を受けられない面があり、多くの農業

者から、今後も安心して営農を継続することができるよ

うな補償制度のより一層の充実が求められています。

　よって、政府においては、このような農業者の状況等を

踏まえ、次の事項について実現が図られるよう強く要望

します。

１．降雹等の特殊災害時の補償対応について
　近年、農業者の経営面積は、農地集積等により増加し、農地も広域的に分散している状況です。加えて農産物価格が

低迷している中では、作業効率を上げると共に、省力化により生産コストの低減に努めていますが、現行の農家単位

引き受け方式では、一部の圃場が壊滅的な被害を受けた場合でも、被害を受けていない圃場と被害が相殺されてしま

い、期待し得る収入と大きな差が出てしまうのが現状です。そのような中、特殊な災害の場合には、その程度によって

十分な災害補償を受けられるような制度とすること。

２．補償割合の引き上げについて
　現行制度では、災害を受けても足切りと残存割合により支払い機会が喪失・減少する場合が多く、十分な補償を受

けることができません。災害発生時の農家経営に及ぼす影響を最小限とするため、現行補償割合である雑豆７割、露

地野菜８割を農作物共済と同様に、最高補償割合を雑豆８割、露地野菜９割とし、組合員が補償割合を選択できるよ

うな制度とすること。

３．共済金仮払いの実施について
　選別出荷が年度をまたぐ馬鈴薯、玉葱について、共済金の仮払い制度が導入されることにより、安心して翌年の営

農ができることにつながる共済金仮払い制度とすること。

４．一般麦と種子麦の分離について
　用途の違う一般麦と種子麦の両方を栽培し、いずれか一方が災害により減収または品質低下による被害を受けた

場合、引き受けは類毎に包括であるため、被害額は合算されてしまいます。結果として十分な補償を受けられないこ

とがあるため一般麦と種子麦を分離する制度とすること。

記

①『ＪＲ不採用問題の早期全面解決を求める』要望意見書
　国鉄の分割・民営化が実施され、既に21年が経過しました。

平成15年12月、最高裁判所は、「国鉄の採用候補者名簿の作

成に当たり、不当労働行為があったとするならば、国鉄そし

て国鉄を引き継いだ清算事業団がその責任を免れない」との

判断を下しました。平成17年９月には、東京地方裁判所が鉄

建公団訴訟判決の中で、「採用に当たって不当労働行為があ

った」として、司法の場で初めて不当労働行為を認め、慰謝料

の請求を認める判決を下しています。さらに、ＩＬＯ（国際労

働機関）は、平成18年11月、「長期化した労働争議を関係当事

者全てが満足する解決に到達させる観点から、ＩＬＯ勧告を

真剣に検討するよう要請する」と、日本政府に対し７度目の

勧告が出されています。

　ＩＬＯ条約の批准国の一員として、問題解決に向けて全て

の関係者と話し合いを早期に開始されるよう強く要望します。

（提出先）
 内閣総理大臣
 鳩山由紀夫
 国土交通大臣
 前原　誠司
 厚生労働大臣
 長妻　　昭

②『現行保育制度の堅持・拡充と保育、学童保育、子育て支援予算の大幅増額を求める』要望意見書
１．児童福祉法第24条に基づく現行保育制度を堅持・拡充し、直

接契約・直接補助方式を導入しないこと。

２．保育所の最低基準を堅持し、抜本的に改善すること。

３．待機児の解消のための特別な予算措置を行うこと。

４．保育所、幼稚園、学童保育、子育て支援施策関連予算を大幅に

増額すること。

５．子育てに関わる保護者負担を軽減し、雇用の安定や労働時間

の短縮など仕事と子育ての両立のための環境整備を進める

こと。

（提出先）
 内閣総理大臣
 鳩山由紀夫
 財務大臣
 藤井　裕久
 厚生労働大臣
 長妻　　昭


 少子化問題担当大臣
 福島　瑞穂

（提出先）
 衆議院議長
 横路　孝弘
 参議院議長
 江田　五月
 内閣総理大臣
 鳩山由紀夫


 総務大臣
 原口　一博
  財務大臣
 藤井　裕久
 国土交通大臣
 前原　誠司

③『道路の整備に関する』要望意見書

④『農業共済制度の見直しに関する』要望意見書

１．高規格幹線道路ネットワークの早期形成を図るため、整備中

区間の早期供用を図ると共に、抜本的見直し区間の未着手区

間や基本計画区間について早期事業化を図ること。

２．地域の暮らしを支える道路整備に必要な予算を確保すると

共に、除排雪や適時適切な修繕など増大するストック維持に

対する支援の拡充を図ること。

３．今後の事業評価に当たっては、地域からの提案を反映させる

など、救急医療、観光、災害対策など地域にもたらされる多様

な効果を総合的に評価すること。

４．道路整備に関する地域の様々な課題に対応できるよう、地域

活力基盤創造交付金制度のさらなる充実と必要額の確保を

図ること。

５．地方の財政負担の軽減に資する地方道路整備臨時貸付金制

度の維持・拡充を図ること。

（提出先）
 内閣総理大臣
 鳩山由紀夫
 財務大臣
 藤井　裕久
 農林水産大臣
 赤松　広隆

 北海道知事
 高橋はるみ
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議会の傍聴はお気軽に!議会の傍聴はお気軽に!
　定例会は、年４回（３月・６月・９月・12月）に開かれ

ます。また、臨時会は必要に応じて随時開かれますので、

皆様もお気軽に傍聴においでください。詳しくは、議会

事務局へお問い合わせください。

●12月定例会は12月15日から
　開かれる予定です。

議 会 日 誌 平成21年９月１日〜11月20日


９月
１日
網走郡下町議会議長・副議長会議（大空町）

 

 ２日
第８回厚生文教常任委員会

 

 ３日
第８回総務常任委員会




 第７回産業建設常任委員会

 

 ４日
第７回議員協議会




 第９回厚生文教常任委員会

 

 ５日
老人福祉大会・ふれあい広場2009

 

 10日
第５回議会運営委員会




 女満別空港消火救難総合訓練

 

 16日
〜17日  平成21年第３回定例会

 

 16日
第１回決算審査特別委員会




 第９回総務常任委員会




 第10回厚生文教常任委員会




 第８回産業建設常任委員会

 

 17日
第５回議会広報編集特別委員会

10月４日
ジェットラインさわやかマラソン大会

 

 ７日
愛知県吉良町議会文教厚生委員会行政視察来町

 

 ８日
第11回厚生文教常任委員会




 第９回産業建設常任委員会

 

 13日
第10回総務常任委員会

 

 20日
第６回議会運営委員会

 

 21日
平成21年第５回臨時会




 第２回決算審査特別委員会




 第８回議員協議会




 秋の輸送繁忙期交通安全運動街頭啓発

 

 22日
北網ブロック町議会議員研修会（訓子府町）

 

 23日
松木謙公2009国政報告会（北見市）

 

 25日
第26回もこと山ふきおろしマラソン大会




 第31回ＪＡ女満別収穫感謝祭

 

 28日
〜30日  稲城市議会 岩佐副議長行政視察来町

11月３日
大空町表彰式

 

 ７日
第７回東京東藻琴会（東京都）




 第37回東京女満別会及び第27回企業誘致東京

協力会（東京都）

 

 11日
第53回町村議会議長会全国大会（東京都）

 

 12日
厚生文教常任委員会第２回所管事務調査

 

 13日
産業建設常任委員会第１回所管事務調査




 ボッシュ㈱女満別テクニカルセンター研究棟

竣工式

 

 16日
第６回議会広報編集特別委員会

 

 20日
総務常任委員会第１回所管事務調査




 第９回議員協議会




 第７回議会広報編集特別委員会




